
　おかげさまで、レバノンで1500世帯に暖房用の燃料を配布できました。また600世
帯（助成金を入れると3100世帯）に食料を無事配布できました。経済危機、コロナ禍、
停電や寒波の中、生命を守ることができたことを、心から感謝申し上げます。
　配布に集まった人たちは真剣そのもので、普段とは違って、カメラを向けても笑顔を
見せる余裕もないことから、状況の厳しさを再確認しました。ウクライナ侵攻など、ます
ます厳しい世界情勢ですが、2022年も人々に寄り添い、支えていきます。

配布した食料は、日常的な常温食品です。カロ
リー確保とタンパク質摂取を考慮しました。ツ
ナ缶、ミート缶、レンズ豆、ひよこ豆、プロセスチ
ーズ、パスタ、米、挽割り小麦、油、ごまペースト、
トマトペースト、紅茶、ジャム、塩、砂糖など約
4,000円分です。家族の1〜2週間分になります。

ガザでも、豪雨による洪水に見舞われ、家屋浸水
した障がい者やひとり親などの100世帯余に、毛
布とマットレスなどの寝具を提供しました。
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越冬支援募金へのご協力ありがとうございました




